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１．問題の所在


















1975 年 1 月にフィルムが完成し，文化部が審査するが，「三突出」の原則を守っていないな
どの理由で上映が許可されなかった。また審査前のフィルムを周恩来をはじめとする指導者が
見たことによって，問題が複雑化する。映画の表現上の問題が政治問題に格上げされ，謝鉄驪




















エ劇など合計 10 本の作品が制作された。革命模範劇以外の一般の劇映画については 1966 年の














































































航した。1970 年完成，10 月 1 日全国公開。
◇バレエ劇『紅色娘子軍』（1971 年完成）








初め李文化と傅超武が撮っていたが，江青が満足せず，1972 年 11 月，謝鉄驪と銭江が替
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わって撮るように命じられる。上海電影製片廠の謝晋も撮影に参加。1973 年 1 月 14 日に
江青がラッシュフィルムを見て不満をあらわにしたため撮り直しとなった。その後，撮影
班は 40 日で『海港』を撮り終える。8月 3日，江青が審査し 14 の意見が出すが，「以後注
意」ということで審査を通過。
◇現代京劇『杜鵑山』（1974 年完成）
1973 年 8 月，江青は謝鉄驪と銭江に撮影を命じる。1974 年 5 月 23 日公開。22）
これら革命模範劇には「三突出」という原則があった。「三突出」とは文芸創作の原則で于
会泳が「譲文芸舞台永遠成為宣伝毛沢東思想的陣地」（『文匯報』1968 年 5 月 23 日）のなかで
提起したとされる。「すべての人物のなかでは肯定的人物を突出させる，肯定的人物のなかで
は主要な英雄的人物を突出させる，主要な英雄的人物のなかでは最も主要な，すなわち中心的






















































































1974 年 7 月，『海霞』の撮影の報告が出され，周恩来，張春橋，江青，姚文元が許可，中央
軍事委員会の日常業務を行なっていた葉剣英も批准する。于会泳は長年自分の助手を務めてき
た王酩を『海霞』の音楽担当に推薦した。7 月 28 日に撮影スタッフは北京を後に南下して撮
影を開始した。映画は翌年の 1月に完成する。




















































































































































































6 月 15 日の二度目の審査の決定に不満を抱いた謝鉄驪は，王好為の夫であるカメラマンの

















































6 月 26 日深夜，文化部の指示によって北京電影製片廠政治部の責任者は，撮影所の編集室
を封鎖し，『海霞』のすべてのネガとラッシュフィルムを持ち出し禁止措置にした44）。




















1974 年 12 月に完成した映画『創業』（長春電影製片廠，監督：于彦夫，脚本：張天民）は
1975 年 2 月 11 日に全国で公開されたにもかかわらず，その直後映画を見た江青が激怒したこ






















































7 月 30 日，人民大会堂の小ホールで『海霞』の審査が行なわれた。鄧小平，張春橋，李先
念，華国鋒，呉徳ら 8名の政治局委員と于会泳，張維民，謝鉄驪，銭江も出席した。江青は出
席しなかった。4 時間にもおよぶ 2 つの版本の放映が終わると映画についての討論に入った。
呉徳は「この映画は政治上何ら問題はない。芸術上は少し修正が必要だ。現在すでにいくつか
のシーンを撮り直している。もともと撮っていた部分と修正や撮りなおししたシーンを後から
つないで編集して上映したらどうだろう」と意見を出した52）。7 月 31 日，中央政治局会議は
作者が修正を加えた版本を上映するという決定を下した。
（4）上映決定から文革終結後の再上映決定まで












9 月 15 日，全国農業学大寨大会が開催された。江青はその数日前に大寨到着して『水滸伝』
























霞』についての評論 2篇を 10 月 15 日『解放軍報』に掲載した」56）と証言している。『海霞』
について新聞雑誌にそれほど強い統制を行なっていなかったことがうかがえる。
1975 年 11 月頃から鄧小平に矛先を向けた「右からの巻き返しの風」に反対する運動が活発












に命じ，フィルムは全部で 24 本あった。見るのにどれだけの時間がかかることか。1時間で 6
本見るとすると 4時間かかる。そんなに長く見る目的は何か，『海霞』を守るためだ」と鄧小
平と『海霞』を結びつけて批判しようとしている58）。
















9 月 9 日に毛沢東が逝去する。文化部はこれを機会に『海霞』に対する反撃を本格的に開始
する。于会泳は 10 月 12 日に文化部系統による「批鄧，反撃右傾翻案風」大会を開催し，そこ
で『海霞』を公開批判し，謝鉄驪，銭江らを批判する予定であった。しかし 10 月 6 日「四人
組」が逮捕され，続いて 10 月中旬には于会泳，浩亮，劉慶棠の隔離審査が行なわれる。10 月
21 日，文化部電影局は江青グループによって抑えられていた映画の再審査を始める。審査の
結果，『海霞』は 11 月 2 日に上映が再開される。また雑誌『人民電影』の 1976 年第 7期（11
月 27 日出版）には『海霞』の電影文学劇本と映画を紹介する写真が掲載され，1976 年第 8期
































翻案風」大会を開催しようとする。1976 年 10 月 12 日に予定されていた大会では『海霞』を
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A Study of the Art and Literature during the Cultural Revolution
— Some problems concerning Haixia —
Satoko TSUJITA
Abstract
During the Cultural Revolution, the film industry was severely restricted. Almost all previous films were
banned. Movie production revived after 1973 under the strict jurisdiction of the Gang of Four until 1976. Haixia
was produced at this period and this script was written by Xie Tieli (1925-). The ministry of Cultural Affairs did
not agrree to release it and critixized Haixia for being against the creative writing plinciple of three saliencies.
Finally the Political Bureau of CCPC agreeded to release it. In this paper, I would like to reveal the policy of the
art and literature during the Cultural Revolution by going through the process of producing Haixia.
Keywords: Haixia, Xie Tieli, Three Saliencies, Gang of Four, Cultural Revolution
